
学校番号 319 

令和３年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史Ｂ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「詳説世界史 改訂版」 （山川出版） 

副教材等 
ニューステージ世界史詳覧（浜島書店）、世界史重要語句 Check List（啓隆社） 

新世界史要点ノート〔標準編〕（啓隆社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史という時間軸を感じ、世界中に人々の営みがあったことを知る。 

・現代の出来事と歴史的背景を関連づけて考察する。 

・歴史的事象に「なぜ」の視点を持つ。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 世界の歴史の大きな枠組みと流れを我が国の歴史と関連づけながら理解させ、文化の多様性と

現代社会の特質を広い視野から考察させることによって、歴史的思考力を養い、国際社会に主体

的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 学習活動を通し

て、世界の諸地域の

歴史過程や文化、そ

の交流に関心を持

ち、学習活動に自ら

積極的に学ぶ姿勢を

養う。 

 世界の諸地域特有

な民族・風土・文化を

自ら考察することに

よって理解を深め、

過去から現在へと継

続する歴史過程を適

切に洞察する能力を

身につける。 

 教科書や資料集か

ら適切な情報を読み

取り、年表・地図の作

成や書き込み教材へ

の記述、授業での発

言をすることで、そ

の理解を深めること

ができる。 

 歴史的な事実を、

各地域の歴史であ

る縦軸と、その伝

播・交流である横軸

の交錯によるもの

としてとらえ、全て

の要素により世界

史が成り立ってい

ることを理解する。 

評
価
方
法 

出席状況、授業態度、

課題への取り組みと

提出、ノートの提出

などで評価 

授業での発言やその

考え方、定期テスト

などで評価 

授業での発言やその

考え方、定期テスト

などで評価 

授業での発言やそ

の考え方、定期テス

トなどで評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

 

近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
形
成 

・ヨーロッパ世界の

拡大とアメリカ大

陸の征服，それに

伴うヨーロッパ社

会の変革の動きを

理解する。 

  ○ ○ ｃ：教科書に掲載されてい

るヨーロッパ人の航路と

探検図，世界地図やアス

テカ征服の図版などの資

料を適切に活用してい

る。 
ｄ：大航海時代の探検・征服

事業の過程とアメリカ先

住民社会の変容に関する

基本的な知識を身につけ

ている。 

・定期考査 
・提出課題 
・発問評価 
・授業態度 
 

  

・ルネサンスのもた

らした芸術・思想・

科学の変革の内容

と意義を理解す

る。 

  ○ ○ ｃ：教科書に掲載されてい

る作品群やルネサンス期

の文化と美術の一覧表な

どを適切に活用している 
ｄ：ルネサンスの意義やそ

の具体的な文芸と美術に

関する基本的な知識を身

につけている。 

 

・ドイツから始まっ

た宗教改革の理念

とその拡大，カト

リック教会の対応

を理解する。 

 ○  ○ ｂ：宗教改革やカトリック

教会の革新を，世俗の政

治秩序の変化と関連づけ

て考察し，文章にまとめ

る。 
ｄ：ルター，カルヴァンによ

る宗教改革の拡大，イギ

リスの改革，対抗宗教改

革に関する基本的な知識

を身につけている。 
・近代国家の原型と

なった主権国家体

制の特色と，体制

の形成に向かうヨ

ーロッパ諸国の内

乱や戦争の動向を

理解する。 

○   ○ ａ：ヨーロッパ諸国がたが
いに独立した主権国家と
して競合しながら国際秩
序を形成していった過程
を，関心を持って学習し
ようとしている。 
ｄ：15世紀末からヨーロッ
パ諸国が主権国家体制を
確立していった過程に関
する基本的な知識を身に
つけている。 
ｄ：三十年戦争に代表され

る，17世紀前半の「危機の
時代」におけるヨーロッ

パ諸国の動向に関して，



基本的な知識を身につけ

ている。 

近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
展
開 

 

・17～18世紀におけ
るヨーロッパ主権

国家諸国の動向

を，重商主義と啓

蒙専制主義を柱と

して理解する。 

○   ○ ａ：イギリス革命やフラン

スを中心とした国家間の

抗争，東ヨーロッパ諸国

の台頭を，関心を持って

学習しようとしている。 
ｄ：議会政治の確立したイ

ギリス，ルイ14世の時代
のフランス，プロイセン

とオーストリアの抗争，

バルト海の覇権をめぐる

戦いなど，17～18世紀に
おけるヨーロッパ諸国の

動向に関する基本的な知

識を身につけている。 
・ヨーロッパ諸国の

植民地争奪と大西

洋世界の三角貿易

のもたらした国際

的枠組みを理解す

る。 

  ○ ○ ｃ：教科書に掲載されてい

る17世紀半ばのヨーロッ
パ諸国の植民地をあらわ

した地図，社会風俗の図

版などを適切に活用して

いる。 
ｄ：西ヨーロッパ諸国の経

済活動と植民地争奪戦争

の状況，その結果として

アメリカ・アフリカを巻

き込んだ大西洋世界に近

代分業システムが成立し

たことに関して，基本的

な知識を身につけてい

る。 

・定期考査 
・提出課題 
・発問評価 
・授業態度 
 

・17～18世紀におけ
るヨーロッパ文化

の特色と，それを

生み出した社会状

況を理解する。 

○   ○ ａ：科学革命と啓蒙思想を

背景とするヨーロッパの

文芸思潮について，関心

を持って学習しようとし

ている。 
ｄ：科学革命や国際法，啓蒙

思想，バロックやロココ

の芸術の具体的事例と，

それを生み出した背景や

社会状況に関する基本的

な知識を身につけてい

る。 



近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・ア
メ
リ
カ
世
界
の
成
立 

・イギリス産業革命
の背景と展開，産
業資本主義体制の
確立とその影響に
ついて理解する。 

 

  ○ ○ ｃ：教科書に掲載されてい
る産業革命期の地図や図
版，都市の人口増を示す
表などの諸資料を適切に
活用している。 
ｄ：産業革命が最初にイギ
リスに起こった理由，繊
維部門の技術革新と交通
機関の改良，資本主義体
制が世界市場に与えた影
響などに関する基本的な
知識を身につけている。 

・アメリカ独立革命

の経過と，独立が

近代民主政治に与

えた影響を理解す

る。 

○   ○ ａ：共和政の大国を確立し
たアメリカの独立と，そ
の憲法の内容や思想的背
景を関心を持って学習し
ようとしている。 
ｄ：イギリスの北アメリカ
植民地の状況，独立戦争
の経過と合衆国憲法の特
徴に関する基本的な知識
を身につけている。 

・アメリカ独立革命

とフランス革命が

近代民主政治に与

えた影響を理解す

る。 

 ○  ○ ｂ：フランス革命を大西洋

を挟んで起きたアメリカ

独立革命と対比しながら

考察し，文章にまとめる。 
ｂ：ナポレオンの戦争を，国
民国家の理念をヨーロッ
パ諸国に広げたことと関
連づけて考察し，文章に
まとめる。 

ｄ：フランス革命が起こっ
た社会構造，恐怖政治に
至る革命の進展過程に関
する基本的な知識を身に
つけている。 
ｄ：皇帝ナポレオン誕生の

背景やその大陸支配の経

過に関する基本的な知識

を身につけている。 

 

欧
米
に
お
け
り
近
代
国
民
国
家
の
発
展 

  ・ウィーン体制の成
立と，その体制下
に広がったヨーロ
ッパ諸国の自由主
義とナショナリズ
ムの運動を理解す
る。 

 

○   ○ ａ：ウィーン体制の特色と
その崩壊過程，社会主義
思想の成立と普及につい
て，関心を持って学習し
ようとしている。 
ｄ：フランスの革命運動を
中心に，ウィーン体制を
崩壊させたヨーロッパ諸
国の自由主義や民主主義
的な政治改革の動向に関
する基本的な知識を身に
つけている。 

・クリミア戦争以後

の国際秩序の動揺

と再編，イタリア・

ドイツにおける国

民国家の形成過

程，ロシア・オース

トリアの皇帝主導

の近代化を理解す

○   ○ ａ：ロシアの南下政策とそ
れに伴うヨーロッパ列強
の対立，イタリア・ドイツ
の統一の背景や過程につ
いて，関心を持って学習
しようとしている。 
ｄ：クリミア戦争とロシア
の皇帝主導の近代的改
革，ヴィクトリア時代の
イギリスの繁栄，フラン
ス第二帝政とその崩壊，
イタリア・ドイツの統一
とビスマルクによる協調



る。 外交といった，ヨーロッ
パ諸国の国民国家形成期
の基本的な知識を身につ
けている。 

・ラテンアメリカの
独立，アメリカ合
衆国の領土拡張と
南北戦争以後の発
展を理解する。 

 

  ○ ○ ｃ：教科書に掲載されてい
るラテンアメリカの独
立，アメリカ合衆国の領
域拡大を示す地図や写
真・図版などを適切に活
用している。 
ｄ：ラテンアメリカの独立
の経過，アメリカ合衆国
の西部への領土拡張や，
南北戦争以後，世界一の
工業国として発展したこ
とに関する基本的な知識
を身につけている。 

 
２
学
期 

  

・19世紀の欧米文化
の特徴とその成立

の背景を理解す

る。 

 ○  ○ b: ロマン主義や自然主義
などの文芸思潮を，自由主

義やナショナリズムの進展

といった社会状況と関連づ

けて考察し，文章にまとめ

る。 

d: ・19世紀のロマン主義や
自然主義などの思潮に属す

る文芸作品，哲学と人文・社

会科学，科学・技術の発展，

および地理上探検に貢献し

た人物たちに関する基本的

な知識を身につけている。 

 

ア
ジ
ア
諸
地
域
の
同
様 

・西アジアにおける
オスマン帝国支配
の動揺と改革，ア
ラブ諸民族の覚
醒，イラン・アフガ
ニスタンの動向を
理解する。 

 

○   ○ ａ：世界市場の形成を背景

にしたヨーロッパ勢力の

干渉によるオスマン帝国

と西アジア地域の変容に

ついて，関心を持って学

習しようとしている。 
ｄ：オスマン帝国の動揺と

タンジマート改革の挫

折，アラブの民族運動，イ

ラン・アフガニスタンの

対応に関する基本的な知

識を身につけている。 
・インドの植民地化

とその社会の変

貌，東南アジア諸

国の植民地化の過

程を理解する。 

○   ○ ａ：ムガル帝国の解体と東

南アジアの植民地化につ

いて，関心を持って学習

しようとしている。 
ｄ：イギリスによるインド

の植民地化とインド社会



の停滞から発生した大反

乱，ヨーロッパ諸国の東

南アジアの分割と植民地

化に関する基本的な知識

を身につけている。 
・ヨーロッパ諸国の

干渉による清朝の

動揺と近代化改

革，日本の開国と

台頭による東アジ

ア国際秩序の再編

を理解する。 

  ○ ○ ｃ：教科書に掲載されてい
るロシアの東方進出や東
アジアへの動向をあらわ
す地図，図版や写真，諸資
料を適切に活用してい
る。 
ｄ：アヘン・アロー両戦争や
ロシアの進出により清朝
が動揺し，洋務運動に代
表される近代化への取り
組みが始まったことに関
して，基本的な知識を身
につけている。 

ｄ：日本と清朝の朝鮮をめ

ぐる対立が激化し，日清

戦争がおこる過程に関す

る基本的な知識を身につ

けている。 

 

帝
国
主
義
と
ア
ジ
ア
の
民
族
運
動 

 

・帝国主義の特質と，

帝国主義時代にお

ける欧米列強諸国

の国家・社会の変

化を理解する。 
 

 ○  ○ ｂ：19世紀後半から欧米で
進展した第２次産業革命
と，各国の帝国主義の動
きを関連づけて考察し，
文章にまとめる。 

ｄ：帝国主義の特質と，帝国
主義時代における欧米列
国の国内問題に関する基
本的な知識を身につけて
いる。 

・定期考査 
・提出課題 
・発問評価 
・授業態度 
 

・帝国主義時代の欧
米列強による世界
各地の分割や植民
地化をめぐる競合
と，従属させられ
た地域社会の抵抗
と変容を理解す
る。 

 

  ○ ○ ｃ：教科書に掲載されてい
るアフリカ・アジア・太平
洋地域の関連地図，同盟・
協商関係図や図版などの
諸資料を適切に活用して
いる。 
ｄ：欧米列強のアジア・アフ
リカ・太平洋地域・ラテン
アメリカにおける植民地
獲得や勢力圏拡大の競争
に関する基本的な知識を
身につけている。 

ｄ：列強の二極分化の過程

とバルカン半島をめぐる

危機の高まりに関する基

本的な知識を身につけて

いる。 
・欧米諸国の支配を

受けたアジア諸国

の改革と民族運動

の形成を理解す

る。 

○   ○ ａ：帝国主義列強の侵略に
さらされたアジア諸国に
おける民族運動の形成
と，このような世界情勢
の中で日本が列強として
アジアへの勢力拡張に加
わったことを，関心を持
って学習しようとしてい
る。 
ｄ：中国分割の危機と辛亥
革命，インド，東南アジ



ア，西アジアにおける民
族運動の形成に関する基
本的な知識を身につけて
いる。 
ｄ：日露戦争や韓国併合に

見られる近代日本の台頭

に関する基本的な知識を

身につけている。 
二
つ
の
世
界
大
戦 

・第一次世界大戦と

ロシア革命が国際

秩序に大きな変化

をもたらし，20世
紀の変動の基点と

なったことを理解

する。 

  ○ ○ ｃ：教科書に掲載されてい

るバルカン諸国や第一次

世界大戦の戦場となった

地域や領土拡大をあらわ

す地図，新兵器などの図

版を適切に活用してい

る。 
ｄ：第一次世界大戦の帝国

主義諸国間の覇権争いと

しての性格，経過と影響

に関する基本的な知識を

身につけている。 
ｄ：ロシア革命の展開と，ソ

連邦の成立過程に関する

基本的な知識を身につけ

ている。 

  

・国際協調を基調と

したヴェルサイユ

体制下の欧米諸国

の動向を理解す

る。 

○   ○ ａ：戦間期の国際協調と平

和への取り組みが実を結

ばなかった理由につい

て，関心を持って学習し

ようとしている。 
ｄ：ヴェルサイユ・ワシント

ン両体制の問題点と，ア

メリカの繁栄，ソ連邦の

社会主義建設といった欧

米諸国の動向に関して，

基本的な知識を身につけ

ている。 

・定期考査 
・提出課題 
・発問評価 
・授業態度 
 

・中国や東南アジア

諸国，インド，トル

コや西アジア諸

国，アフリカの民

族運動の展開を理

解する。 

○   ○ ａ：アジア諸民族の民族運

動が大衆的な基盤を持

ち，世界史の新しい潮流

をつくり出したことにつ

いて，関心を持って学習

しようとしている。 
ｄ：中国における民族運動

の高揚，ガンディーを中

心としたインドの民族運

動，ムスタファ＝ケマル



によるトルコ革命など，

アジア諸地域で展開され

た大衆的な基盤を持つ民

族運動に関する基本的な

知識を身につけている。 
・世界恐慌以降の欧

米諸国の動向や東

アジアの状況か

ら，国際的な緊張

が高まる時代を理

解する。 

  ○ ○ ｃ：ファシズムという運動
を20世紀における大衆社
会の出現と関連づけて考
察し，文章にまとめる。 

ｄ：世界恐慌の影響と欧米
諸国の対応，ファシズム
諸国の攻勢やソ連邦の動
向に関する基本的な知識
を身につけている。 

  

・第二次世界大戦に

至る過程と戦争規

模の拡大，米ソの

国際的地位の高ま

りを理解する。 

○   ○ ａ：第二次世界大戦の開戦

に至る経過，戦争の拡大

と戦場の広域化，核兵器

などの大量破壊兵器の被

害などを，関心を持って

学習しようとしている。 
ｄ：第二次世界大戦におけ

るヨーロッパから太平洋

に至る戦場の広域化，強

制収容所の建設や核兵器

の使用といった残虐行為

など，戦争の惨禍に関す

る基本的な知識を身につ

けている。 

 

 

冷
戦
と
第
三
世
界
の
独
立 

・第二次世界大戦後，

米・ソを中心とし

た冷戦体制が成立

し，東西両陣営に

世界が分裂したこ

とを理解する。 
・中華人民共和国の

成立や朝鮮の分

断，アジア諸地域

の独立の過程を理

解する。 

  ○ ○ ｃ：教科書に掲載されてい

るドイツとベルリンの分

割図，第二次世界大戦後

のアジア諸地域の独立を

示す地図や図版を適切に

活用している。 
ｄ：国際連合を柱とした戦

後の世界秩序の形成，ヨ

ーロッパの東西分断と冷

戦体制の確立，アジア諸

地域の独立に関する基本

的な知識を身につけてい

る。 
・朝鮮戦争などによ

る米ソ冷戦の激化

から，日本・西欧の

経済復興や｢雪ど

け｣の始まりによ

って，国際政治や

○   ○ ａ：朝鮮戦争後，核兵器開発
競争や平和共存政策とい
った国際的な緊張・融和
がくり返されたことにつ
いて，関心を持って学習
しようとしている。 
ｄ：朝鮮戦争後の「雪どけ」
と平和共存への試みに関
する基本的な知識を身に
つけている。 



経済が多極化に向

かったことを理解

する。 

ｄ：アメリカに続く西欧や

日本の復興と経済成長に

関する基本的な知識を身

につけている。 
・戦後の20年間に段
階的に独立を達成

したアジア・アフ

リカ諸国が第三勢

力として躍進し，

発言力を強めたこ

とを理解する。 
・米・ソの両大国の動

揺と国際的な影響

力の減退を理解す

る。 
 

 ○  ○ ｂ：アジア・アフリカ新興独
立諸国による第三世界の
台頭とキューバ危機以降
の米・ソの政策を，冷戦の
緩和と関連づけて考察
し，文章にまとめる。 

ｄ：アジア＝アフリカ会議
や非同盟諸国会議などに
見られる，第三世界の連
帯の動きに関する基本的
な知識を身につけてい
る。 
ｄ：キューバ危機やベトナ

ム戦争，中ソ対立やソ連

の東欧諸国に対する介

入，西ドイツの東方外交

による緊張緩和の進展な

どに関する基本的な知識

を身につけている。 

  

・ドル＝ショック，オ

イル＝ショック以

降の国際経済の再

編，冷戦の終結へ

の流れを理解す

る。 
 

○   ○ ａ：オイル＝ショック以降

の先進国の社会変容や新

自由主義的改革，途上国

の工業化について，関心

を持って学習しようとし

ている。 
ｄ：オイル＝ショックなど

戦後政治の転換期の動向

や冷戦終結への取り組み

に関する基本的な知識を

身につけている。 

・定期考査 
・提出課題 
・発問評価 
・授業態度 
 

現
在
の
世
界 

・東欧社会主義圏の

消滅，ソ連邦の解

体と民族紛争，グ

ローバル経済の進

展を理解する。 

  ○ ○ ｃ：教科書に掲載されてい
る独立国家共同体の地
図，ヨーロッパ統合の歩
み，国内総生産による世
界地図などの諸資料や写
真を適切に活用してい
る。 
ｄ：東欧社会主義諸国の改
革，ソ連邦やユーゴスラ
ヴィア連邦の解体過程，
ＥＵやＮＡＦＴＡなど先
進経済地域の統合化の動
きに関する基本的な知識
を身につけている。 

・途上国の民主化の

進展と，アジア社

会主義国家の変容

を理解する。 

○   ○ ａ：ラテンアメリカやアジ

アの途上国における強権

支配の後退と民主化の進

展について，関心を持っ

て学習しようとしてい

る。 



ｄ：ラテンアメリカやアジ

アの途上国で進展した民

主化の過程と，アジア社

会主義諸国の経済開放政

策やその変容に関する基

本的な知識を身につけて

いる。 
・世界で多発する地

域紛争と同時多発

テロ後の戦争，紛

争解決や軍縮の試

みを理解する。 

○   ○ ａ：新たな地域紛争の頻発，

経済格差や深刻化する貧

困問題など，現代の諸地

域世界の情勢について関

心を持って学習しようと

している。 
ｄ：東欧やロシア，中東から

アジアにかけて多発する

地域紛争，アフリカの民

主化と貧困問題，対テロ

戦争と紛争解決や軍縮の

試みに関する基本的な知

識を身につけている。 

  

・情報技術・科学技術

の発達と現代文明

の抱える危機，現

代思想や文化の特

徴について理解す

る。 

 ○  ○ ｂ：地球環境の破壊といっ

た現代文明の危機を多角

的に考察し，「多文化主

義」や「共生」といった思

想を探究し，文章にまと

める。 
ｄ：科学の実用化に伴う生

活や環境の変化，現代文

化の思想的な枠組み，現

代文明による地球的規模

での危機や新しい模索に

関する基本的な知識を身

につけている。 

・定期考査 
・提出課題 
・発問評価 
・授業態度 
 

 
 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 
 
 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 
  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 
 

 


